戎講の成立と展開　－19世紀前半までを中心に－ by 髙部　淑子
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石数 小野浦村 西端村 東端村 久村 大泊村 中須村 師崎･日間賀･大井･須佐 合計
100石未満 3 1 1 5
100石以上
200石未満 5 3 2 10 1 21
200石以上
300石未満 2 1 3 4 10
300石以上
400石未満 5 8 3 2 2 20
400石以上
500石未満 1 2 8 2 1 1 1 16
500石以上
600石未満 6 3 1 1 11
600石以上
700石未満 2 4 1 7
700石以上
800石未満 1 3 4
800石以上 1 2 3
船数合計 5 28 29 7 4 19 5 97
石数合計 2150 10600 12810 1920 1300 4030 1700 34510






























富吉丸 前野小平治 安左衛門 800 620 24 900 24 900 25 1000
海寿丸 伊八 伊八 800 400 20 500～600 20 500～600 24 900
升吉丸 前野小平治 清蔵 730 16 300 16 300 17 300～400
久吉丸 前野小平治 源治郎 700 550 21 600 21 600 24 900
奥徳丸 七右衛門 七右衛門 700 330 18 400 18 400 18 400
岩楠丸 万吉 万吉 600
海平丸 惣重郎 惣治郎 580
豊吉丸 与三次 与三次 530 400 20 500～600 20 500～600 20 500～600
乗吉丸 前野小平治 長六 500 320 18 400 18 400 19 500
富吉丸 七郎兵衛 七郎兵衛 480 350 18 400 18 400 18 400
大黒丸 佐兵衛 佐兵衛 480 13 200 13 200 13 200
住吉丸 前野小平治 定治郎 450 340 13 200 18 400 19 500
万吉丸 幸次郎 幸次郎 430 330 18 400 18 400
住徳丸 佐七 佐七 400 310 18 400 17 300～400 17 300～400
倍吉丸 伊右衛門 伊右衛門 400 300 18 400 18 400 19 500
永吉丸 長右衛門 長右衛門 400 13 200 17 300～400 17 300～400
富吉丸 源助 源助 400
尚吉丸 前野小平治 儀兵衛 380 16 300 16 300 18 400
灘吉丸 前野小平治 嘉七 380 13 200 14 200 17 300～400
明神丸 五郎兵衛 五郎兵衛 360 11 100
安吉丸 幸右衛門 幸右衛門 360 14 200
鶴吉丸 伊左衛門 伊左衛門 350 16 300 16 300 16 300
伊勢丸 弥平治 弥平次 350 16 300 16 300
与三次 350 18 400
海吉丸 才兵衛 才兵衛 340 13 200 13 200
房吉丸 前野小平治 長四郎 150 10 100 11 100 12 100～200
元吉丸 前野小平治 新六 130 10 100 10 100 10 100
佐助 130
亀吉丸 八三郎 八三郎 70
権三郎 490 22 700
勝吉丸 前野小平治 480 22 700 22 700 22 700
幸四郎 460 22 700 22 700
岩楠丸 与平太 20 500～600 20 500～600






































































































用 330 石・実質石数 700 石）などがその
例である。海寿丸は帆の反数が1825年（文
















































船数合計 35 29 28
石数合計 5150 13050 26911






所在 船名 船主 船頭 石数 備考
上野間村
松栄丸 中野市郎右衛門 (直乗) 80
松順丸 谷川半右衛門 86
一色村
宝栄丸 松本弥平治 (直乗) 930 明治6年4月西端村日比五郎左衛門より譲請
幸福丸 森田伊助 伊八 882 酉年新規
幸徳丸 森田伊助 弥左衛門 967
幸豊丸 森田伊助 四郎右衛門 892
幸昌丸 夏目市郎兵衛 仙蔵 859
幸昌丸 夏目市郎兵衛 金之助 951
舜昌丸 野村藤次郎 仲吉 1005
栄昇丸 野村藤次郎 又吉 959
御蔭丸 野村藤次郎 広吉 906
福宮丸 伊藤嘉七 初之助 968
福吉丸 伊藤嘉七 平五郎 1036
福吉丸 伊藤嘉七 嘉右衛門 931
幸寿丸 夏目平三郎 1059
幸昌丸 夏目平三郎 覚三郎 806
幸喜丸 夏目平三郎 1137 明治6年7月解船
幸徳丸 夏目仲助 嘉助 1033
永吉丸 夏目仲助 四郎兵衛 957 明治6年新造
幸盛丸 夏目仲助 利八 971
栄力丸 夏目甚七 卯吉 1067
栄福丸 夏目甚七 六平 1021
栄泰丸 夏目甚七 太吉 1153
栄福丸 夏目甚七 代六 930
栄昌丸 夏目甚七 金六 972
幸久丸 鈴木平吉 幸之助代松之助 1006
栄徳丸 鈴木五吉 仙吉 1005
永祥丸 夏目徳三郎 寅吉 650
幸福丸 夏目徳三郎 友吉 929
永吉丸 森下長五郎 929 明治6年解船
神徳丸 森田伊之助 54 明治6年2月勢州度会県下の者へ譲渡
柿並村 栄吉丸 山中藤兵衛 (直乗) 76
小野浦村
勢鳳丸 樋口藤助 911 明治6年3月新規
幸勢丸 樋口藤助 新左衛門 970
幸寿丸 樋口慶助 松兵衛 762
伊乗丸 山本定兵衛 覚蔵 501
伊寿丸 山本定助 1075
伊寿丸 中川清吉 946
吹越村 明吉丸 松下伝右衛門 70








所在 船名 船主 船頭 石数 備考
西端村
永福丸 日比安左衛門 707
生福丸 日比安左衛門 半五郎 718




徳秀丸 日比弥兵衛 昇三郎 781 酉年より
永吉丸 日比吉兵衛 音蔵 702
宝栄丸 日比五郎左衛門 930 明治6年4月野間村松本弥平治へ譲渡
神光丸 日比安左衛門 1037 申年より
東端村
万吉丸 中村与三治 吉蔵 1041 申年より
久吉丸 前野小平治 清蔵 774
灘吉丸 松田六次郎 679
金毘羅丸 内田佐七 善七 675 酉年より／明治6年6月解船
富吉丸 内田七郎兵衛 為吉 673
福吉丸 中村与三治 嘉七 480
住徳丸 内田佐七 320 明治6年2月遠州沖にて破船
住吉丸 内田佐七 豊三郎 600
住誠丸 内田佐七 佐六 726
灘吉丸 前野小平治 松太郎 780
保吉丸 前野小平治 七右衛門 383
乗久丸 橋本長六 伊左衛門 676 酉年より
乗久丸 橋本長六 和吉 605
勢吉丸 中村与三治 清五郎 363




伊勢丸 前野平五郎 92 明治6年5月解船
住吉丸 内田佐七 茂左衛門 89
住宝丸 内田佐七 藤蔵 36
住徳丸 内田佐七 (直乗) 550
名切村 伊良丸 日比嘉吉 800
久村
宝昌丸 中村兵四郎 作兵衛 964 申年より
永神丸 竹内弥二兵衛 55 酉年より
金昌丸 中村兵四郎 重郎平 752
大泊村 永通丸 大岩幸右衛門 専太郎 964
中須村
宝久丸 天野兵左衛門 711
升福丸 大岩彦九郎 徳二郎 595
清寿丸 山本与左衛門 144 申年より
勢宝丸 大岩卯助 70 酉年より
伊勢丸 大岩弥助 195
住久丸 天野兵太郎 清四郎 857
住宝丸 天野兵太郎 (直乗) 769






























1816 年（文化 13 年）の船数帳には 1827
年（文政 10年）までの加入船、1828 年（文





石数 小野浦村 岡部村 西端村･名切村 東端村 久村 大泊村 中須村 合計




400石以上500石未満 1 1 1 3
500石以上600石未満 1 2 1 4
600石以上700石未満 5 5
700石以上800石未満 1 5 4 1 2 13
800石以上900石未満 1 1 1 3
900石以上1000石未満 3 2 1 1 1 8
1000石以上1100石未満 1 1 1 3
1100石以上 1 1
船数全合計 6 1 15 22 3 1 8 56
100石以上船数合計 6 1 10 18 2 1 7 45
石数全合計 5165 543 8104 12123 1771 964 4511 33181
100石以上石数合計 5165 543 7791 11832 1716 964 4441 32452
平均①（全） 861 543 540 551 590 964 551 593





出典 居所 船名 船主 船頭 加入年月 脱退年月
文化13年戎講組合船数帳





久村 神中丸 平蔵 （脱退）
大泊 順永丸 平蔵 （脱退）
重蔵 文政10年
小野浦 住吉丸 佐左衛門 文政4年7月
中須 永吉丸 彦九郎 幸蔵 文政5年7月
中須 大宝丸 治左衛門 文政6年7月
日間賀島 八幡丸 要蔵 藤九郎 文政6年7月
中須 永力丸 九郎兵衛 文政8年7月
中須 幸宝丸 幸三郎 文政8年7月
中須 永宝丸 兵太郎 長吉 文政9年7月
須佐 幸福丸 周助 文政9年7月
日間賀島 大宝丸 要蔵 与助 文政9年7月
大泊 徳五郎 文政10年7月





東端 富吉丸 安左衛門 天保9年7月
東端 富吉丸 定治郎 天保9年7月
東端 灘吉丸 嘉七 天保3年7月
東端 灘吉丸 長右衛門 天保3年7月
東端 倍吉丸 伊右衛門 天保9年7月
東端 万吉丸 幸次郎 天保14年7月
東端 万吉丸 与兵衛 天保14年7月
東端 伊勢丸 弥平治 天保7年7月
東端 海平丸 惣重郎 弘化3年7月
東端 大黒丸 佐兵衛 長四郎 天保11年7月
東端 大黒丸 佐兵衛 佐助 天保11年7月
東端 岩楠丸 万吉 天保7年7月
東端 大喜丸 佐兵衛 又吉 文政12年
東端 富吉丸 源助 天保元年
東端 明神丸 五郎兵衛 天保元年
東端 徳吉丸 徳三郎 天保2年
小野浦 房吉丸 辰蔵 天保2年
東端 虎吉丸 与八 天保3年 嘉永2年7月
東端 住勢丸 定治郎 定平 天保4年
東端 観徳丸 佐七 嘉七 天保4年
東端 勢吉丸 六蔵 天保5年 天保7年7月
東端 房吉丸 長右衛門 天保5年
東端 房吉丸 長右衛門 伊右衛門 天保5年
東端 住徳丸 権三郎 天保6年
東端 海力丸 徳蔵 天保6年 天保7年7月
【表6】　船数帳にみる船の加入・脱退
???
出典 居所 船名 船主 船頭 加入年月 脱退年月
文政11年戎講組合船数帳
東端 海寿丸 伊八 天保7年7月 天保9年7月
東端 栄吉丸 八百吉 天保8年7月
東端 海力丸 宗助 天保8年7月 弘化3年7月
東端 一吉丸 幸治郎 天保9年7月
東端 倍吉丸 長四郎 天保9年7月 天保15年7月
東端 正福丸 佐七 天保9年7月
東端 保吉丸 才兵衛 天保9年7月 弘化4年7月
東端 富吉丸 徳太郎 天保10年7月
東端 富吉丸 忠三郎 天保10年7月
東端 徳吉丸 庄七 天保10年7月 天保13年7月
東端 慈賜丸 嘉左衛門 源蔵 天保11年7月
東端 改吉丸 儀兵衛 天保12年7月
東端 住宝丸 嘉左衛門 弘化2年7月
東端 灘吉丸 伝次郎 弘化2年7月
東端 観宝丸 徳蔵 弘化2年7月
東端 津吉丸 弥六 弘化3年7月 嘉永元年7月
東端 正永丸 半九郎 弘化4年7月
東端 青竜丸 定吉 弘化4年7月 嘉永2年7月
東端 天順丸 勘六 弘化4年7月 嘉永2年7月
東端 大通丸 伝次 弘化4年7月
西端 伊勢丸 五左衛門 天保11年7月
西端 神順丸 五左衛門 安右衛門 天保7年
西端 富吉丸 源左衛門 天保7年
西端 戎丸 六助 天保8年
西端 永吉丸 新兵衛 金蔵 天保12年7月
西端 永吉丸 新兵衛 政吉 天保12年7月
西端 栄泰丸 甚蔵 天保8年7月
西端 勢吉丸 新右衛門 天保13年7月
西端 富市丸 庄助 平助 天保2年
西端 富市丸 七郎平 平助 天保2年
西端 徳吉丸 和助 天保15年7月
吹越 大通丸 次郎助 天保8年7月
吹越 住吉丸 次郎助 天保9年7月
西端 春日丸 五郎左衛門 源太郎 天保3年
西端 春日丸 五郎左衛門 宗兵衛 天保3年
西端 ○ 又左衛門 天保3年
西端 栄久丸 忠兵衛 天保3年 天保9年7月
西端 永吉丸 忠左衛門 天保5年 天保9年7月
西端 伊光丸 弥兵衛 嘉兵衛 天保5年
吹越 長寿丸 弥三右衛門 天保5年 天保10年7月
西端 竜豊丸 金三郎 天保6年
西端 神風丸 徳太郎 天保7年 天保9年7月
吹越 栄宝丸 源兵衛 天保7年
西端 徳寿丸 清治郎 天保8年7月 天保11年7月
吹越 住寿丸 忠右衛門 天保8年7月 天保11年7月
西端 福寿丸 八助 天保8年7月
西端 宝寿丸 甚左衛門 清蔵 天保8年7月
西端 伊力丸 弥兵衛 友吉 天保8年7月
???
出典 居所 船名 船主 船頭 加入年月 脱退年月
文政11年戎講組合船数帳
吹越 長生丸 弥三右衛門 天保9年7月 天保13年7月
西端 林宝丸 又右衛門 天保10年7月
西端 住寿丸 九左衛門 天保11年7月
西端 永福丸 八助 天保14年7月
西端 房吉丸 又左衛門 天保14年7月 天保15年7月
西端 伊長丸 弥兵衛 弘化3年7月
西端 神光丸 安左衛門 弘化3年7月
西端 倍年丸 六助 弘化3年7月
小野浦 伊勢丸 定助 天保10年7月
小野浦 住吉丸 佐左衛門 定右衛門 文政4年
小野浦 栄通丸 栄作 文政11年
小野浦 伊徳丸 定助 武助 （巳文政4･天保4）天保10年7月
小野浦 宝勢丸 源吉 天保9年7月
小野浦 宝勢丸 佐吉 作右衛門 天保9年7月
小野浦 住徳丸 佐左衛門 天保9年7月
小野浦 伊勢丸 定助 天保15年7月
小野浦 伊徳丸 定助 天保15年7月
小野浦 伊正丸 定助 武兵衛 弘化2年7月
久村 永久丸 竹三郎 天保9年7月
久村 栄昌丸 松右衛門 伊兵衛 文政5年
久村 永神丸 伝次郎 文政10年
久村 永泰丸 兵四郎 文政11年
大泊 栄良丸 徳次郎 天保8年7月
大泊 住福丸 平次郎 天保2年
中須 永寿丸 幸蔵 八蔵 文政5年
中須 栄宝丸 久兵衛 天保7年
中須 慶宝丸 兵太郎 天保7年
中須 永宝丸 安五郎 天保9年
中須 永徳丸 覚次郎 弘化2年7月
中須 千平丸 六平 天保7年
中須 栄力丸 九郎兵衛 文政5年 天保7年
中須 永寿丸 幸三郎 文政5年 天保8年
中須 万徳丸 八左衛門 文政10年
中須 永通丸 彦九郎 天保6年
中須 永幸丸 彦九郎 天保6年
中須 倍徳丸 佐吉 天保6年 天保11年7月
中須 妙宝丸 兵左衛門 源五郎 天保6年
中須 栄宝丸 兵左衛門 天保8年7月
中須 慶宝丸 兵太良 天保8年7月 天保11年7月
中須 竜吉丸 七五良 天保8年7月 天保11年7月
中須 長宝丸 長蔵 天保8年7月 天保11年7月
中須 伊宝丸 清五良 天保8年7月 天保11年7月
中須 住宝丸 兵太郎 仙蔵 弘化元年7月
日間賀 八幡丸 藤九郎 文政6年




1816 年（文化 13年）が 114艘、1828年（文
政 11年）が 196 艘である。
　【表６】からは、次のようなことが指
摘できよう。1816 年（文化 13 年）から

















































































































1841 年（天保 12 年）までの記事がある。
④⑤はともに西端村の年行事が作成したも
のであり、④は 1820 年（文政３年）から


























年次 関係地域 内容 備考 通番
文化６年
摂津兵庫 渡海屋内の入組の件→佐助･嘉助勘定書を以て内海へ来るよう通知 ① １
志摩安乗 勘兵衛からの合力要請→今回限りとして橋杭銭余分の半分を遣わす ① ２
吹越兵蔵乗組差止のところ次郎助殿詫びにて帰参 ① ３
紀伊橋杭 宿伊平次からの去秋の大風雨にて居家大破につき合力要請→大船 500文･小船300文、下へも申遣す ① ４
紀伊尾鷲･木之本
／摂津大坂 大坂荷物為替付戻り手形の節の利足不取締につき通知 ① ５
三河平坂 油商内不締まりにつき仲間が改めて受渡す方法をやめて問屋升にて計量して受渡すことに決定 ① ６
三河平坂 金屋庄兵衛･甚兵衛に対する大坂積づく運賃銀のキックバックを中止 ① ７






摂津大坂 大坂川口水尾棹川入賃（出船時）200文 ② 13
来状の取計は川見分に準じ両村年番にて取扱 ② 14






江戸 江戸印問屋手形料金壱分也、五ヶ年切之事 ② 19
文政元年 残暑厳しく伊勢屋会所にては川見分振舞できず半十郎宅を借用 ④ 20
文政２年
摂津大坂 諸荷物為替金、銀高に３分宛、鉄は１束につき金１分 ② 21
摂津大坂 大坂の問屋にて運賃荷物積入の際は口銭３分渡す ② 22





伊豆中木 落石浚のため合力要請→〆１両１分出金 ④ 27
文政４年










志摩名切 大王崎八大竜王からの神前金灯籠奉賀依頼→１両寄進、船75艘で割合 ②④ 35
伊勢赤須賀 新兵衛から船造り替えのため合力要請→200石以上の船55艘で割合、１艘３匁２分８厘、内大船８艘４匁２分８厘･中船８艘３匁２分８厘･小船２匁２分８厘 ②④ 36
川口しがらみ修繕手伝い要請→戎講より２両、当村分金２分、26艘で割合 ② 37




文政６年 登せ船半役ほか徴収、入用ほか差引残金２両余 （カネ岩）へ預け ② 42
【表8】　文化～弘化初年評議留の記事
???
年次 関係地域 内容 備考 通番
文政６年
志摩小浜 内海屋久兵衛からの土蔵付屋敷購入のため15両借用依頼→10ヶ年賦15両貸与、大船12匁５分･小船６匁２分５厘 ②④ 43
長門下関 川崎屋孫右衛門から貸与金返済 ②④ 44
川見分入用集金 ② 45
志摩鳥羽 御来藤太夫の願は評定決定せず ④ 46
摂津大坂 平野屋太兵衛より手代甚八来訪、送り荷物目欠･濡れなどの取締を依頼→下側の船と評定の上掟再決定 ④ 47











志摩鳥羽 久村屋の願は年限切のため船頭の裁量に任す ④ 55







駿河沼津 仲買･問屋に交互に入船願→返事遣わさず ④ 62
志摩磯部 常夜灯掛金願→この年は集金せず、世話人中村文太夫 ④ 63
小野浦佐吉船、半左衛門引請にて加入願→許可 ④ 64























摂津大坂 大坂での蔵米積入の際、米質にばらつきがあり俵の扱いの良し悪しもあり、尾張船は俵の扱いが悪いとの評判、船に荷物の取扱ほかを徹底 ④ 76
摂津大坂 大坂運賃荷物、入船順に仕立、為替付の場合は先に入船した船と相談して見計らい、荷主から船へ分割して積む場合は順番は不問 ④ 77
摂津大坂 紙屑の運賃荷物の運賃を勝手に引き下げることは禁止、空船で塩場へ行き紙屑を積み入れる場合は先着の船と相談しその時の見計らい ④ 78
小野浦源助船加入願、作左衛門引請→許可 ④ 79
駿河清水 小野浦定助船、清水にて米商内の際不節あり→仲間除名、詫び取扱人が入り船頭交替ならば除名解除 ④ 80
???
年次 関係地域 内容 備考 通番
文政９年
三河吉良 吉良饗庭吉田･豊財屋勝右衛門手代来訪、酒切手到来、中畑･仲買小左衛門来訪 ④ 81
両村別々に評議するのは手間がかかるため来年より惣立合、下側村々も同席、
川見分･戎講を両村で勤める（川見分が東ならば戎講は西、翌年は反対） ④ 82
摂津大坂 塩飽屋清兵衛から分家のため人手不足との相談→川入はこれまでどおり塩飽屋が出張して差図、荷役は人手が不足ならばその時に船頭と相談 ④ 83
相模浦賀 米商内の節に見せ俵を差入るのが習慣、ただしこれは一般的ではないのでやめてはどうかとの提案→来年評議 ④ 84
日照りのため水不足で川口に土砂が溜まり不都合、船の若い衆らを頼み浚渫 ④ 85
摂津大坂 大坂板問屋難忠ほか２軒へ懸合、これまでどおり為替取り組むよう書状到来 ④ 86
文政10年
駿河清水 定助一件につき返事がこないため清水へ飛脚派遣 ④ 87
下側へ参会の廻状を回す ④ 88
備後福山 万問屋山守屋市右衛門来訪、酒･饅頭の切手 ④ 89
志摩小浜 内海屋久兵衛年賦金１両余預り ④ 90
備後福山 万問屋三原屋喜兵衛手代来訪、酒切手･泉川 ④ 91
伊勢四日市 問屋岩田久八来訪、酒１斗 ④ 92
備中玉島 問屋誉田屋彦四郎番頭平次郎来訪 ④ 93
尾張名古屋 清水屋弥吉代替わりの披露、金100疋 ④ 94
大泊平次郎船頭、大泊支配の冨貴船の戎講加入願→断り ④ 95
下側へ戎講定日の廻状を村継で回す ④ 96
長門下関 川崎屋孫右衛門年賦金預り ④ 97
大坂摂津 塩飽屋清兵衛から沖への通船大破のため相談、造り替えなら700匁、修繕なら100匁必要→作事が妥当と判断、惣掛にて100匁（升宇立替）（書状案文あり） ④ 98
伊勢桑名･四日市 桑名への書状控：２升入のよい米を３升入と称するため升切多く迷惑、２升５合入までは２升の相場、３升入の俵で２升７,８合入は５合欠の相場 ④ 99
伊豆下田 馬場七兵衛は殿様より扶持を貰う浦役人、これまでは年礼などはないが、浦役用向きには間に合う人物なので来年より下田へ正月中に入津の場合は年玉 200文 ④ 100
相模浦賀 松崎屋与兵衛方での米商内、吹越十次郎船･西端弥三兵衛船の致し方が悪いとの話→両者の話が食い違うため松崎屋に再度確認の上評定（書状案文あり） ④ 101




駿河清水 川口清六からの書状到来→八蔵の扱い･仲買渡し方など以前のとおりに対応 ④ 106





阿波徳島 木屋惣兵衛･才賀屋佐七来訪、泉川 ④ 111






紀伊新鹿 内海屋喜太郎へ、上方行の荷物運賃を木之本同様に増額要請 ④ 114
摂津大坂 小松屋嘉兵衛が不筋の宿をしているとの風聞→今後取引停止 ④ 115
天保元年
会席は東端、記録は省略 ④ 116
摂津兵庫 伊勢松代弥九郎来訪、木之本荷物積み方差し止めにつき詫び→差し止め解除 ④ 117
摂津大坂 小松屋嘉兵衛から米屋平兵衛を仲介として取引願→取引停止解除 ④ 118
江戸 江戸塩問屋よりの書状写：大火類焼につき塩茶船･水主難渋のため茶船賃増額願→塩船少ないため野間に合わせる ④ 119
江戸 柴屋仁右衛門へ34両合力ほか通知 ④ 120
伊豆下田 尾張屋幸右衛門来訪、金100疋 ④ 121
???
年次 関係地域 内容 備考 通番
天保元年
伊勢四日市 岩田久八来訪、泉川 ④ 122
紀伊古座 小宿文七から焼失にて難渋のため合力要請→助力金として金２両、下辺とも一体船割り ④ 123
紀伊浦神 宿半次郎から先年とおりの利用を要請→新船は今後半次郎を利用と決定 ④ 124
伊勢四日市 浜灯明堂から合力要請→入津の節船頭の志次第に出金 ④ 125






播磨的形 塩問屋塩屋久兵衛初めて客廻りに来訪 ④ 131
駿河清水 三保屋治郎兵衛初めて客廻りに来訪 ④ 132
伊勢赤須賀 新兵衛への書状控：名代人では不都合のため本人来訪のこと ③④ 133
江戸 柴屋仁右衛門への書状控：手数料増額は認めず去秋のとおり ③④ 134
伊豆岩地 高橋又左衛門への書状控：合力断り ③④ 135
伊豆長津呂 半田屋彦兵衛への書状控：合力断り ③④ 136
伊勢津 淀屋久右衛門への書状控：富田屋利八附荷物運賃を60匁割から伊勢小早同様64匁割に変更の申出は認めず ③④ 137





志摩鳥羽 頼母子見送り ③④ 140
紀伊浦神 半次郎から礼状送付 ③④ 141
讃岐観音寺 田中屋忠次郎、世のや常右衛門跡株引立につき客廻り、入津の節思召次第 ③④ 142
志摩鳥羽 御来藤太夫が鳥羽入津の節の利用を願→船々小宿もあるため利用は困難、商内物あれば利用も可能、その他は思召次第 ③④ 143
摂津大坂 蝋運賃見送り ③④ 144
摂津大坂 大坂菱垣荷積頼みの事（評議結果不明） ③④ 145
川見分諸入用割合につき小船立との交渉延期 ③④ 146
川見分の馳走当年より節約 ③④ 147







江戸 野間船への書状控：茶船船頭不埒につき江戸にて米水揚げの節茶船昼喰３年間中止 ③ 150
天保４年
船･水主取締につき定 ④ 151
紀伊尾鷲 長浜永六が小宿に決定、船々締まり方の書状送付、朝夕改めの筈 ④ 152
紀伊和歌山 御影屋市郎兵衛からの金子借用願→ 10ヶ年停止につき断り、遠方より参るにつき心付として３両遣す ④ 153
摂津大坂 大坂伊丹屋重郎右衛門･住吉御師よりの要請につき住吉様家根替に各１両寄進 ④ 154
紀伊湯浅 大坂屋三郎兵衛、大坂屋甚右衛門と改名 ④ 155
摂津大坂 大坂番取はこれまで前垂島だったところ三番に決定 ④ 156
江戸 水天宮へ当村船持中より１両寄進、柏屋伝右衛門取次 ④ 157
紀伊熊野浦上 升屋多之右衛門からの元宿願→評定決定せず ④ 158
摂津大坂 大口川口九左衛門付大坂下り荷物運賃不渡りにつき積入断り、升屋･島屋へ通知 ④ 159
摂津大坂 東端与八船大坂運賃綿抜積につき仲間帳外にすべきところ久村兵四郎ほか仲裁にて大坂下り荷物買積･運賃積１年停止 ④ 160
摂津大坂 升屋卯兵衛･嶋屋佐右衛門への書状控：大口川口九左衛門一件、綿積船順番、与八船一件 ④ 161
紀伊印南 戎屋弁右衛門へ東端･西端より５両出金 ④ 162
???
年次 関係地域 内容 備考 通番
天保５年
摂津大坂 東端与八船大坂積出荷物差止解除 ④ 163
西端村善五郎、又左衛門船にて不埒のため天保４年より切手差止のところ解除 ④ 164
紀伊印南 戎屋弁右衛門、天保４年火災のため合力願、年行司取計にて５両出金、当会合にて評議のうえ講中へ割付 ④ 165
志摩安乗 勘兵衛から火災のため合力要請→評定のうえ金２両遣わす ④ 166
志摩鳥羽 御来藤太夫から難渋のため頼母子依頼→評議のうえ断り ④ 167
摂津大坂 大坂両問屋より大坂堂島米買口要請、天保３年兵庫表での買入禁止のところ船手不都合のため当会合にて先年とおり買入先自由と決定 ④ 168
三河平坂 平坂鍋屋常蔵一件は天保６年会合まで行司預り ④ 169
三河平坂 鍋屋常蔵･松屋小兵衛への書状控：七右衛門船破船後、鍋屋･松屋へ預置の〆粕催促のところ渡してくれず売時節手後れになり迷惑、両家との商内停止 ③ 170
天保６年
三河平坂 東端村七郎兵衛･平坂鍋常･西端松小一件事済 ③④ 171












江戸 これまで江戸柏屋にて芝居 ･柴屋方への見舞などの馳走のところ以後停止と決定 ③④ 176
天保７年






摂津大坂 塩飽屋清兵衛よりの書状写：川浚え冥加金受取 ③ 179
摂津大坂 升屋卯兵衛･嶋屋佐右衛門よりの書状写：喜八が喜兵衛と改名し別宅、雑穀引合、返答書案あり、下関川崎屋孫右衛門･大紺屋貞兵衛への書状同送 ③ 180
摂津大坂 嶋屋佐右衛門への書状控：順吉丸中村幸吉船、戎講へは不加入 ③ 181
紀伊糸谷 升屋長九郎への書状控：山崩れのため合力要請→船手不引合にて諸国よりの合力一切断りにつき断り ③④ 182
相模浦賀 飯塚惣三郎、吉太郎と改名 ③ 183
江戸 柴屋仁右衛門への書状控：送り干鰯差配料は治助引合分のみ差出、船手直引合分はこれまで通り差し出さずと評議決定 ③④ 184
備前尾道 大紺屋定兵衛への書状控：野間･常滑建が船道具買物代銀の歩戻廃止につき内海船も同様戻り銀廃止に決定 ③④ 185
備前尾道 加渡屋周助ほかへの書状控：小買物代銀の大紺屋への歩戻り廃止、買代銀は船頭より直払 ③④ 186
長門下関 川崎屋孫右衛門への書状控：年賦金返済滞りにつき残額取調のうえ送金のこと ③④ 187
摂津大坂／
紀伊塩津 升屋宇兵衛、升屋惣四郎より酒料200疋 ③ 188
尾張名古屋 桑名屋伊右衛門より泉川切手５升 ③ 189
三河新川 藤浦善右衛門より泉川切手５升 ③ 190
尾張亀崎 成田貞助見舞 ③ 191
備前 車屋六太夫見舞 ③ 192
志摩青峯 青峯山正福寺、時計は参詣の節銘々志次第に寄進 ③ 193
天保８年
長門下関 中嶋屋長三郎からの書状写：古来より尾州一国の船宿にもかかわらず客船一向参らず心痛 ④ 194
伊勢長島 三輪孫右衛門、新問屋披露に来訪、泉川３升 ③④ 195
須佐浦嶋崎棒木新規出来につき手伝いとして２分遣わす ③④ 196
志摩片田 村役人来訪、水主締まり方を要請、一統へ披露 ③④ 197
長門下関 小宿長三郎からの難渋の書状到来→披露の上聞済 ③④ 198
紀伊糸谷 長九郎から山崩れにて難渋の旨再度申出→一昨年同様断り ③④ 199
???
年次 関係地域 内容 備考 通番
天保８年
伊勢赤須賀 新兵衛から船造替依頼→手伝として１両２分遣わす ③④ 200





駿河清水 薩摩屋重兵衛来訪、酒配符１斗 ③④ 203
三河新川 藤浦善右衛門来訪、酒配符５升 ③④ 204
伊豆下田 尾張屋幸左衛門より申酉両年分祝儀として金200疋到来 ③④ 205
天保９年
肥前諸富 中嶋屋友右衛門より披露書状到来 ③④ 206
伊豆長津呂 半田屋彦兵衛から火事につき難渋願→金３両遣わす ③④ 207
伊勢長島 三輪孫右衛門来訪、泉川配符５升 ③④ 208
三河新川 藤浦善右衛門来訪、泉川５升 ③④ 209
駿河清水 薩摩屋重兵衛来訪、金100疋 ③④ 210
志摩安乗 勘兵衛から出火のため難渋願、古来よりの入津時の祝儀200文を５ヶ年間停止して合力願→５両合力、５ヶ年祝儀停止 ③④ 211













尾張名古屋 牛田角兵衛･野尻理右衛門への書状控：大坂送り御用荷物･町人荷物の手板裏書を淡路屋嘉兵衛から塩飽屋清兵衛に変更願 ③④ 215
伊豆下田 尾張屋幸左衛門より戌亥両年分として金200疋到来 ④ 216
紀伊木本 藤屋源次郎より金200疋到来 ④ 217
伊勢桑名 綿屋八兵衛より金100疋到来 ④ 218
伊勢長島 木村利三郎より酒５升到来 ④ 219
伊勢大島 三輪孫右衛門より酒３升到来 ④ 220
尾張亀崎 田中与右衛門より酒５升到来 ④ 221
尾張亀崎 成田定助より酒５升到来 ④ 222




遠江御前崎 駒形大明神からの修復願→３両寄進 ③④ 226
紀伊熊野 新宮権現からの修復願→断り ③④ 227
紀伊比井小浦 宿油屋善三郎からの合力願→金１両 ③④ 228
紀伊尾鷲 問屋石淵宗左衛門披露 ③④ 229
志摩安乗 勘兵衛、天保９年に４両２分合力、相続人不定のため割戻しすべきところ見送り ③④ 230








摂津兵庫 渡海屋善左衛門客廻りに来訪、酒切手１斗 ③④ 234
尾張亀崎 田中与右衛門客廻りに来訪、酒切手５升 ③④ 235
伊勢大島 三輪孫右衛門客廻りに来訪、酒５升 ③④ 236
伊勢桑名 山田屋吉左衛門客廻りに来訪、酒５升 ③④ 237
三河平坂 鍋屋常蔵来訪、西瓜７つ持参 ③④ 238
尾張亀崎 成田貞助客廻りに来訪、酒５升 ③④ 239
???








志摩安乗 勘兵衛、相続人不定のため合力金割戻し ③④ 241
伊豆外浦 天保10年宿に合力のため集金した２両、その後連絡ないため割戻し ③④ 242
紀伊比井 油屋善三郎へ天保11年１両合力のところ、難渋の様子がないため割戻し ③④ 243
遠江御前崎 駒形大明神神主来訪のため直接寄進金を渡す、持参のための造用金不用につき割戻し ③④ 244
大井村はずな杭手伝いとして１両遣す ③④ 245
伊勢赤須賀 新兵衛へ船新造合力として１両遣す ③④ 246
伊勢長島 三島屋勇治郎新問屋披露に来訪、金100疋･泉川５升 ③④ 247
伊豆下田 尾張屋幸左衛門より子丑両年分祝儀として金200疋到来 ③④ 248
尾張亀崎 田中与右衛門来訪、泉川５升 ③④ 249
尾張亀崎 成田貞助来訪、泉川５升 ③④ 250
阿波徳島 木屋惣兵衛来訪、泉川２斗 ③④ 251






志摩鳥羽 藤太夫来訪、 酒３升 ③④ 254
三河平坂 鍋屋常蔵より西瓜７つ到来 ③④ 255
備前 乙子屋六左衛門不勝手のため本家辰左衛門方へ問屋引請、口銭半分ずつか年賦にて返済にて金子借用願→一決せず断り ③④ 256
野間船行事からの書状写：８年前からの６分切出を廃止→評議まとまらず、専
門の野間船に任せ来年参会まで見送り ③④ 257
伊豆安良里 宿明石屋長兵衛から戌年類焼、家作相続のため合力願→集会に本人来ず見送り ③④ 258
紀伊木本 藤屋源治郎への書状控：運賃板の経費が多く引き合わず運賃値上げを要請 ③④ 259










尾張名古屋 桑名屋伊右衛門より泉川５升 ④ 263
伊勢長島 三輪孫右衛門代庄助来訪、岩泉５升 ④ 264
三河平坂 鍋屋常蔵より西瓜７つ ④ 265






紀伊木本 問屋よりの書状写：山方荷物船積の造用高のため運賃５厘増の件、山方荷主との交渉不調にて据置願→木本問屋への書状移し：増額困難との旨承知 ④ 268
天保14年
尾張名古屋 桑名屋伊右衛門来訪、酒３升 ④ 269
尾張宮 万屋文七来訪、干饂飩100把 ④ 270
尾張亀崎 成田貞助来訪、泉川５升 ④ 271
三河平坂 鍋屋常蔵、泉川１斗 ④ 272
播磨赤穂 柴原幾左衛門よりの書状写：佐吉一件、取扱の嘉吉入船し皆済 ④ 273
江戸 遠州屋長四郎への書状控：運賃荷物積入の節水主不筋あり、今後不筋なきよう厳しく管理願 ④ 274
志摩小浜 内海屋久兵衛への書状控：百松殿不締まりの件解決し再縁の由一統へ披露 ④ 275
紀伊千田 須佐大社からの修復願→８両３分３朱寄進 ④ 276
???
年次 関係地域 内容 備考 通番
天保14年 志摩青峯 青峯山正福寺からの大門瓦奉賀願→３両寄進 ④ 277
弘化元年
尾張宮 塩屋仁右衛門への書状控：荷物売買･取組などに宜しからざる向きあり正路の取計願 ④ 278
書状控：定助ほか戎講へ復帰 ④ 279
弘化２年








尾張宮 熱田大宮司へ海上安全祈祷料25両奉納、世話人･清水屋宗三郎、万屋文七、塩屋仁右衛門 ④ 282
紀伊比伊 高灯籠篝火焚料として10両寄進、世話人･播磨屋忠兵衛、岩出屋宇兵衛 ④ 283
摂津大坂 塩飽屋清兵衛へ３両合力 ④ 284
尾張河和 時志観音へ常夜灯に２両寄進、世話人･河和又六、時志文右衛門 ④ 285
小船中の依頼により川口波留石垣の手伝として東端･西端･吹越にて23両 ④ 286
尾張宮 塩屋仁右衛門来訪、酒料100疋 ④ 287
尾張名古屋 清水屋弥吉来訪、酒料100疋 ④ 288
長門下関 川崎屋孫右衛門来訪、酒５升 ④ 289
尾張亀崎 山城屋久兵衛来訪、酒１斗 ④ 290
紀伊和歌山 播磨屋忠兵衛･岩出屋宇兵衛来訪、酒１斗 ④ 291
尾張亀崎 成田貞助来訪、酒５升 ④ 292
尾張名古屋 桑名屋伊右衛門来訪、酒５升 ④ 293
尾張宮 万屋文七来訪、干饂飩100把 ④ 294
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（32）東端戎講文書 ･綴 8-H によれば、拠
出した船は東端村・西端村だけではなく
戎講加入地域全域に広がっている。
（33）東端戎講文書 ･冊２。
（34）東端戎講文書 ･状 197。
（35）東端戎講文書 ･状 299。
（36）東端戎講文書 ･冊 74。
（37）東端戎講文書 ･冊 74。
（38）東端戎講文書 ･冊 74。
（39）東端戎講文書 ･冊 74。
（40）東端戎講文書 ･冊 74。
（41）東端戎講文書 ･冊 74。
（42）東端戎講文書 ･冊 74。
（43）「諸事留帳」43巻、国立国会図書館蔵。
（44）東端戎講文書 ･冊 17。
（45）東端戎講文書 ･状 337。東端戎講文
書・冊 17 にこの書状の写があるが、誤
字などがあるため、状 337 の文面を史
料として採用した。
（46）東端戎講文書 ･状 150。
（47）東端戎講文書 ･冊 15。
（48）尾張国知多郡内海村文書、関西大学
図書館所蔵。
（49）柏屋伝右衛門はこれ以降も堀江町に
存在し、水油仲買をつとめたり干鰯問屋
仮組に所属している。田中康雄編『江戸
商家・商人名データ総覧』参照。
（50）東端戎講文書 ･冊 74。
（51）東端戎講文書 ･冊 17。
（52）東端戎講文書 ･冊 74。
（53）東端戎講文書 ･状 59、395、396。
